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例
年　

月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、　

１０

１０

月
下
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
川

俣
川
に
か
か
る
東
沢
大
橋（
通
称「
赤

い
橋
」）
や
八
ヶ
岳
高
原
大
橋
、 
吐 と

 
竜 
の
滝
が
有
名
で
す
。

り
ゅ
う

　

日
本
画
家
平
山
郁
夫
氏
が
開
設
し

た
美
術
館
で
、
画
伯
の
作
品
は
も
ち

ろ
ん
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
足
を
運
ん

で
収
集
し
た
美
術
品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
新
館
の
完
成
記
念
特

別
展
示
「
平
山
郁
夫
と
大
い
な
る
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
展
」
を　

月　

日
�
ま

１２

１５

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
「
ミ

レ
ー
の
美
術
館
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
山
梨
県
立
美
術
館
も
お
薦
め

で
す
。

　

北
杜
市
は
、
日
本
名
水
百
選
に
指

定
さ
れ
た
八
ヶ
岳
南
麓
高
原
湧
水
群

を
始
め
、
お
い
し
い
水
に
恵
ま
れ
た
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文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
４
月
、

源
蔵
と
勝
五
郎
父
子
は
、
中
野
村

（
現
八
王
子
市
東
中
野
）
の
領
主 
多 お

 
門 
伝
八
郎
に
呼
び
出
さ
れ
て
江
戸
へ

か
どや

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
勝
五

郎
の
風
貌
は
「
髪
を
け
し
坊
主
（
当

時
の
子
ど
も
の
一
般
的
な
髪
型
）
に

し
て
、
面
長
で
痩
せ
て
い
て
色
黒
だ

っ
た
。
賢
そ
う
な
子
ど
も
に
見
え

た
。
紺
の
縦
縞
の
着
物
を
着
て
、
赤

い
ち
り
め
ん
の
縁
取
り
を
し
た
守
り

袋
を
持
ち
、
白
い
木
綿
の
鼻
緒
の
草

履
を
は
い
て
い
た
」（『
甲
子
夜
話
』）

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

勝
五
郎
が
江
戸
に
来
て
い
る
こ
と

を
友
人
か
ら
聞
い
た
国
学
者
の
平
田

 
篤  
胤 
は
、
４
月　

日
に
、
自
分
の
学

あ
つ 
た
ね

２２

舎
「 
気
吹
舎 
」
に
父
子
を
呼
ん
で
話

い
ぶ
き
の
や

を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
平
田 
篤  
胤 
は
、
天
狗
に
伴

あ
つ 
た
ね

わ
れ
て
８
年
間
異
界
を
旅
し
た
天
狗

小
僧
寅
吉
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
て

『
仙
境
異
聞
』を
ま
と
め
た
り
、　

日
３０

間
妖
怪
と
闘
っ
た 
三  
次 （
広
島
県
）の

み 
よ
し

 
稲  
生 
平
太
郎
の
こ
と
を
調
べ
た
り
な

い 
の
う

ど
、幽
界
・
冥
界
の
研
究
を
熱
心
に
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
篤
胤
に
と
っ
て

は
、
あ
の
世
か
ら
戻
っ
て
き
た
（
生

ま
れ
変
わ
っ
た
）
と
自
ら
語
る
勝
五

郎
の
話
は
、
ど
う
し
て
も
聞
い
て
お

き
た
い
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

勝
五
郎
は
、
気
後
れ
し
て
な
か
な

か
生
ま
れ
変
わ
り
の
こ
と
を
話
そ
う

と
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
菓
子
や

刀
を
買
い
与
え
る
と
約
束
す
る
な
ど

し
て
機
嫌
を
と
り
ま
し
た
。
勝
五
郎

は
や
っ
と　

日
に
な
っ
て
、
人
の
聞

２５

い
て
い
な
い
所
で
と
言
っ
て
話
し
始

め
ま
し
た
。
こ
の
場
に
は
、
国
学
者

の
伴
信
友
と
天
狗
小
僧
寅
吉
が
い
ま

し
た
。　

歳
の
寅
吉
は
、
何
か
と
勝

１７

五
郎
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。
子
ど
も
の
言
葉
で
た
ど
た
ど
し

く
語
る
勝
五
郎
の
話
を
、
伴
信
友
が

ま
と
め
、
篤
胤
は
こ
れ
を
元
に
『
勝

五
郎
再
生
記
聞
』
を
著
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
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文
政
６
年
７
月
、
平
田
篤
胤
は
京

（
京
都
）
へ
上
り
ま
し
た
が
、
こ
の

時
『
勝
五
郎
再
生
記
聞
』
を
、
仁
孝

天
皇
（
孝
明
天
皇
・
和
宮
の
父
に
あ

た
る
）、
光
格
上
皇
に
見
せ
ま
し
た
。

勝
五
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
は
、
天
皇

や
御
所
の
女
房
た
ち
に
大
評
判
と
な

り
、次
か
ら
次
へ
と
写
し
が
と
ら
れ
、

　

日
間
も
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
そ
う

５０で
す
。
篤
胤
は
こ
の
こ
と
を
大
変
誇

り
と
し
て
、
上
皇
が
、
読
み
な
が
ら

折
り
曲
げ
た
箇
所
に
わ
ざ
わ
ざ
朱
線

を
入
れ
、
こ
の
時
の
こ
と
を
上
覧
本

の
始
め
に
朱
書
き
で
詳
し
く
記
録
し

て
い
ま
す
。
上
洛
の
様
子
は
、『
上

京
日
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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文
政
８
年
８
月
、
勝
五
郎
は
平
田

篤
胤
の
門
人
と
な
り
ま
し
た
。
気
吹

舎
の
門
人
帳
に
は
、「
武
州
多
摩
郡

中
野
村
源
蔵
忰　

小
谷
田
勝
五
郎　

十
一
才
」
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
し
か
る
べ
き
紹
介
者
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
な
か
で
、
勝

五
郎
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
平

田
篤
胤
が
自
ら
門
人
に
な
る
こ
と
を

勧
め
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
学
舎

の
記
録
『
気
吹
舎
日
記
』
同
年
８
月

　

日
の
項
に
は
「
源
蔵
、
勝
五
郎
を

２６連
れ
て
来
る
」と
い
う
記
述
が
あ
り
、

翌
年
の
３
月　

日
ま
で
、
気
吹
舎
に

２５

滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
の
後
も
文
政　

年
ご
ろ
ま
で

１０

は
、
学
舎
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

勝
五
郎
は
、
平
田
篤
胤
か
ら
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
学
ん
だ
の
か
、
同
じ

く
門
人
だ
っ
た
天
狗
小
僧
寅
吉
と
何

を
語
り
合
っ
た
の
か
、
興
味
は
尽
き

ま
せ
ん
が
、
記
録
に
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
生
ま
れ
変
わ
り
を
語
っ
た
勝

五
郎
は
、
思
い
が
け
ず
学
問
を
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
す
。

（
郷
土
資
料
館　

北
村
澄
江
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　

月　

日
�
ま
で
、
特
別
展
「
ほ

１２

１４

ど
く
ぼ
小
僧
・
勝
五
郎
生
ま
れ
変
わ

り
物
語
」開
催
中
。
門
人
帳
を
始
め
、

平
田
篤
胤
関
係
の
貴
重
な
資
料
を
展

示
。　

月　

日
�
講
演
会
「
平
田
篤

１０

２５

胤
が
考
え
る
幽
冥
界
」（
講
師
・
遠
藤

潤
氏
）
を
開
催
（
要
申
込
）。

郷
土
資
料
館
（
�　

・
０
９
８
１
）

５９２

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	

�

▲国立歴史民俗博物館所蔵　気吹舎の『誓詞帳（門人帳）』
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市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
緑
や
清
流
へ
の
思
い
を
描
い
た

ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

　
　

月　

日
�
ま
で
の
午
前
８
時　

１０

３１

３０

分
〜
午
後
５
時　

分
※　

日
は
午
後

１５

３１

４
時
ま
で
。
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
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市
仕
様
の
エ
コ
住
宅
を
建
て
て
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
３
つ
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。
�
土
地
代
金
の
３
�
割
り
引
き
�
住

宅
ロ
ー
ン
の
金
利
優
遇
�
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
設
置

　

申
込
資
格
…
代
金
の
支
払
い
能
力
が
あ

る
個
人
／
申
込
み
・
案
内
書
配
布
…　

月
１０

　

日
�
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

１３

３０

時　

分
に
市
役
所
４
階
財
産
管
理
課
へ
※

１５
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受
け
付
け
／
財

産
管
理
課

●
エ
コ
住
宅
勉
強
会

　
　

月　

日
�
午
後
１
時
か
ら
／
市
役
所

１０

１１

５
階　

会
議
室
／
環
境
保
全
課
へ
申
込

５０４

�
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�
�
�

�
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�
�
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駅周辺自転車等駐輪場駅周辺自転車等駐輪場 　

緑
が
豊
か
で
水
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
「
日
野
」。
河
川
・
用
水
・
湧
水

な
ど
の
水
域
が
市
域
の
約　

�
を
占
め
、
崖
線
や
多
摩
丘
陵
に
は
豊
か

１５

な
緑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
湧
き
水
も
あ
り
、「
水
の
郷
日
野
」

に
ふ
さ
わ
し
い
財
産
で
す
。
こ
の
よ
う
な
身
近
な
自
然
環
境
を
守
り
、

元
の
自
然
あ
ふ
れ
る
姿
に
戻
す
こ
と
は
、
次
世
代
に
対
す
る
私
た
ち
の

重
要
な
役
割
で
す
。

　

市
で
は
、　

月
を
環
境
月
間
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

１０

し
ま
す
。
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市
内
の
用
水
や
河
川
に
生
息
す
る

魚
類
な
ど
を
水
槽
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　

月　

日
�
ま
で
の
午
前
８
時　

１０

３１

３０

分
〜
午
後
５
時　

分
※　

日
は
午
後

１５

３１

４
時
ま
で
。
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�

 　

水
と
緑
を
中
心
に
、
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体
・
小
学

校
な
ど
の
活
動
報
告
や
研
究
内
容
、

用
水
路
に
生
息
す
る
水
生
生
物
に
つ

い
て
紹
介
・
展
示
し
ま
す
。

　
　

月
６
日
�
〜　

日
�
午
前
８
時

１０

１７

　

分
〜
午
後
５
時　

分
※　

日
は
午

３０

１５

１７

前
中
の
み
。
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
／
市
役
所
１
階　

会
議
室

１０１

�
�
�
�
�
�
�
�
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東
光
寺
か
ら
日
野
駅
ま
で
の
用
水

路
を
清
掃
し
ま
す
。
用
水
路
の
中
に

入
り
ま
す
の
で
長
靴
な
ど
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日
�
午
前　

時
〜　

時
※

１０

１９

１０

１１

９
時　

分
に
�
よ
そ
う
森
公
園
�
栄

４５

町
４
丁
目
バ
ス
停
付
近
�
日
野
駅
北

土
地
区
画
整
理
地
入
口
の
い
ず
れ
か

に
集
合
。
小
雨
実
施

土
地
で
す
。
そ
の
水
が
お
い
し
い
お

酒
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
山
梨
の
銘

酒
「
七
賢
」
を
製
造
す
る
山
梨
銘
醸

株
式
会
社
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
サ
ン
ト

リ
ー
白
州
蒸
留
所
、
ワ
イ
ン
の
シ
ャ

ル
マ
ン
山
梨
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
が
点

在
し
て
い
ま
す
。

　

清
里
と
小
淵
沢
を
結
ぶ
巡
回
バ
ス

で
す
。
清
泉
寮
や
風
林
火
山
館
、
パ

ノ
ラ
マ
の
湯
や
延
命
の
湯
な
ど
、
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ん
で
運
行
し
ま

す
。
車
窓
か
ら
の
景
色
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
大
成
荘
の
申
込
方
法

　

�
０
１
２
０ ・ 
４  
８  
９ 
・ 
５  
７  
１ 

よ 

や 

く 

ご
あ
ん 

な 

い

（
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
）※
３
カ
月

前
〜
前
日
。
市
内
在
学
・
市
外
の
方

は
２
カ
月
前
〜
前
日
。

　

企
業
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.kousha.jp

）
か
ら
メ
ー

ル
フ
ォ
ー
ム
を
送
信
※
２
カ
月
前
〜

　

日
前
利
用
可
能
。

１４
　

※
年
末
年
始
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
、
夏
休
み
期
間
宿
泊
分
の
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▲東沢大橋

▲吐竜の滝
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自
転
車
は
、
と
て
も
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
所
構
わ
ず
放
置
さ
れ
困
っ
て
い
る
方
が
大

勢
い
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
高
齢
者
や

体
の
不
自
由
な
方
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
緊
急
車
両
な
ど
の
活
動
に
支
障
を

き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
駅
周
辺
に
は
放
置
自
転
車
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
転
車
は
駐
輪
場
に
置

き
、「
放
置
し
な
い
・
さ
せ
な
い
ま
ち
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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自
転
車
に
乗
っ
た
ら
あ
な
た
も
れ

っ
き
と
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。
信

号
や
一
時
停
止
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
走
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
は
防
犯
登
録
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
を

購
入
し
た
際
に
は
、
必
ず
防
犯
登
録

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

�
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�
�
�
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市
で
は
、
放
置
自
転
車
を
減
ら
す

た
め
、
法
律
と
条
例
に
基
づ
き
、
自

転
車
等
放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ

た
自
転
車
な
ど
を
保
管
場
所
（
上
図

参
照
）
に
撤
去
し
ま
す
。
撤
去
さ
れ

た
自
転
車
な
ど
の
引
き
取
り
の
際
に

は
、
撤
去
料
を
徴
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
引
き
取
り
の
な
い
自
転
車

な
ど
は
、
２
カ
月
間
保
管
し
た
後
に

処
分
し
ま
す
。

▽
撤
去
料
＝
自
転
車
２
千
円
、
バ
イ

ク
３
千
円
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�
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日
野
駅
・
豊
田
駅
・
高
幡
不
動
駅
・

万
願
寺
駅
・
甲
州
街
道
駅
で
は
、放
置

自
転
車
に
対
し
警
告
や
指
導
及
び
駐

輪
場
へ
の
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
駅
周
辺
に
お
い
て
は
、
自
転

車
な
ど
は
必
ず
駐
輪
場
に
置
き
ま
し

ょ
う
。

日野駅 豊田駅 高幡不動駅 南平駅

平山季重ふれあい館

平山城址公園駅

南第1駐輪場

至
高
幡
不
動
駅

至
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅

北第1駐輪場

川崎街道

百草園駅

ハイツ

ハイツ

京王線

スーパー

郵便局

モグモグ 自動車
教習所

交番
幼稚園

百草園駅 万願寺駅 甲州街道駅

程久保駅

・キャンペーン…都市計画課
・放置自転車・駐輪場…道路課

　

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
は
、
保

管
場
所
で
引
き
渡
し
ま
す

自
転
車
等
保
管
場
所

自
転
車
等
保
管
場
所

▽
受
付
時
間
＝
月
曜
〜
土
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
※
正
午
〜
午

後
１
時
、
祝
日
、　

月　

日
〜
１

１２

２９

月
３
日
を
除
く

ガソリン
スタンド

日野宿本陣

至
立
川

至高幡

生活・保健
センター

甲州街道

一小

川
崎
街
道

至
八
王
子

至立川駅

保管場所
日野本町１-4

（高速道路高架下）

中
央
線

日
野
駅

中央自動車道

１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００１０月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２日日日日日日日日日日日日日日日���������������������������������������������～～～～～～～～～～～～～～～３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１３１日日日日日日日日日日日日日日日��������������������������������������������� �������
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エコひいきな街づくりモデル街区
・栄町３丁目地区市有地公売
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問 合 せ 先

優勝者・団体名（敬称略）区　分参加者数会　場実施日種 目 名

小澤恵子、笹志保子新人戦

６２人南平体育館５月１３日
バドミントン
（家庭婦人）

高木富美子、宮本薫Ａランク

森下清美、山内恭子Ｂランク

磯真奈美、藤原優子Ｃランク

美好会４１人
浅川スポー
ツ公園グラ
ウンド

６月１日ゲートボール

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度日日日日日日日日日日日日日日日日野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民体体体体体体体体体体体体体体体体育育育育育育育育育育育育育育育育大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののの競競競競競競競競競競競競競競競競技技技技技技技技技技技技技技技技結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果平成２０年度日野市民体育大会の競技結果

 
新
聞
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

 

現
在
契
約
中
の
新
聞
社
を

名
乗
っ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪

れ
、
購
読
継
続
と
思
い
契
約
書
に

サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。
よ
く
読

む
と
契
約
書
が
別
の
新
聞
社
の
も

の
だ
っ
た
。

 

新
聞
勧
誘
を
断
り
続
け
た

が
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
「
配
達
さ

れ
る
前
に
電
話
が
あ
る
か
ら
、
そ

の
時
に
断
れ
ば
い
い
」
と
言
う
の

で
、
半
年
後
か
ら
３
カ
月
間
の
契

約
書
に
サ
イ
ン
を
し
た
。
電
話
が

�
�

�
�

無
い
の
で
半
年
後
に
断
ろ
う
と
し

た
ら
「
契
約
書
が
あ
る
」
と
拒
否

さ
れ
た
。

 

訪
問
販
売
は
、
キ
チ
ン
と
会

社
名
、
販
売
の
目
的
を
告
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
契
約
の
際
に
虚
偽
の
説
明

を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
聞
の
訪
問
販
売
で
は
、
ル
ー

ル
を
守
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
は

「
新
聞
セ
ー
ル
ス
証
」
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
話
を
聞
く
前
に
ま

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
本
意
な
契
約
を
し
た

場
合
は
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
て

か
ら
８
日
間
が
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

�

期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ

で
解
除
通
知
を
出
せ
ば
契
約
解
除

出
来
ま
す
。

　

８
日
間
を
過
ぎ
る
と
、
無
条
件

で
の
解
除
は
出
来
ま
せ
ん
。
口
頭

で
の
や
り
と
り
は
立
証
が
難
し
い

の
が
現
実
で
す
。「
い
つ
で
も
や

め
ら
れ
る
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を

鵜
呑
み
に
せ
ず
、
契
約
書
へ
の
署

名
は
慎
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

が
減
る
よ
う
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
と
�
日
本
新
聞
協
会
各
支
部
と

で
定
期
的
に
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

（
消
費
生
活
相
談
室
�　

・
３
５

５８１

５
６
）
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シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館

紅

葉

紅　

葉

醸
造
元
・
蒸
留
所

醸
造
元
・
蒸
留
所

八
ヶ
岳
高
原
リ
ゾ
ー
ト

八
ヶ
岳
高
原
リ
ゾ
ー
ト

バ
ス
（

月
ま
で
土
曜

バ
ス
（　

月
ま
で
土
曜

１１１１

日
、
休
日
運
行
）

日
、
休
日
運
行
）

問
合
せ
先

問
合
せ
先

緑
と
清
流
課

�


